
懸 念

資料５ 男女女共同参画社会の形成と個人・家庭・社会等の動向との関連

男女の人権が尊重される社会
（暴力、差別的取扱い等）

リプロダクテ
ィブヘルス・
ライツへの
取組

セクハ
ラ、暴
力 等 へ
の 取 組 男女が社会での活動を選択

する際の影響ができるだけ中立
的な制度・慣行となる社会

男 性 ・女
性 の 間 で
中 立 的 な
社 会 保
障、税制、
雇 用 等 の
制度

能力・意欲により
就労、就労継続、
昇進できる制度・
慣行(就職・昇進・
配置での差別的
取り扱い、年齢制
限賃金格差等),

正社員・パー
ト間の転換、
短 時 間 正 社
員、テレワー
ク等の多様な
雇 用 形 態 の
提供

家族の相互の協力と社会
の支援を受けて家庭生活
と両立可能となる社会

育児休業等の充実、取得率向上

保育所、放課後児童対策等の両立
支援策の充実

・
・
・

政策・方針決定過程
への共同参画

・・・・・

育児等におけ
る母親（妻）の
役割に対する
考えからの懸
念

女 性 の
就 業 、
就 業 継
続 意 欲

ＤＶ等の不
幸 な 結 婚

・
・
・

男性の育児等の家庭参画

・・・

家 族 、 男
女 、子ども
に対する規
範意識から
の懸念

自分の生き方の
重視（個性、自由
（お金、時間）等）

母子密着

人 口 減 （労 働
人 口 の 減 少 ）

国・地 方 の 財
政の悪化

企業経営環
境の悪化

急変しずら
い 労 働 慣
行・制度等

離婚の増加

非 婚 化

晩 婚 化

高齢化

、起N P O
R&D業、

少 子 化

高 学 歴 化 少年・少女の
性行動・非行

共稼ぎ家庭の増加

・・・・・

生き方の違いにより、
社会生活で男女間の
差が生じないように。

懸 念

男女間で差の
あ る 状 況 で
は、女性の社
会活動を支援

懸 念

厳しい経済環境の中で制度化困難

・・・

課題を解決
できる人材
を希望

財 政 構
造 改 革

子育ての負担
感の増加

乳幼児期の育児の外部化

休みづらい、昇進等が心配

専業主婦が否定
されるのか？

懸 念

男女共同参画社会の
形成で何がどう変わっ
ていくのか不安、疑問

・・・・・

・・・・・

就 職 、独 立 、結
婚、離婚等に対す
る世間、本人のこ
だわりの低下

懸 念

少子化が進む
のではないか？

他の活動をす
る上で、家庭
生活と両立で
きるように

等のDV
暴力をな
くそう。

能力、意欲の
ある者が評価
され 、様々な
分野で活躍で
きるように。男女の違いで同

じ能力の評価に
違いを生じさせ
ないように。

介護保険






















